
医療分野における戦略的な方針

医療分野における戦略的な方針

1,900万人

2020年

3,000万人

2040年

新規がん患者数の増加予測*1

医師の負担軽減や 
コスト削減の可能性

がんを含む慢性疾患は 
高齢化とともに増加

患者さんの個別ニーズに合わせた診療プロセス全体の 
最適化への期待（ケア・パスウェイの強化）

デジタルテクノロジー等の 
新技術による変化

医療分野における戦略的な方針（2021年12月発表）

長期の戦略である経営戦略のもと、当社はグローバル・メドテックカンパニーを目指していますが、 

その実現に向け、医療分野の明確な方向性を発表しました。

対象疾患における診療水準の向上に貢献し、 
患者さんのアウトカムを改善する

予 防 スクリーニング 診 断 治 療 予 後

1 2 3 4 5

Focus 当社が最大限の力を発揮できる疾患である
「消化器科」「泌尿器科」「呼吸器科」に重点的に取り組む

Shape
診療水準を向上させる新たな投資によって、医療の未来を形成する

  シングルユース内視鏡*2の導入、コンピューターによる診断支援技術*2や、クラウド 
サービス、内視鏡医療全体のワークフロー改善などを統合したソリューションの提供、 
エンドルミナル治療*2などの技術開発等

Enable
組織のグローバルかつスピーディーな対応力を向上させる

  研究開発体制やメディカル&サイエンティフィックアフェアーズ（MSA）機能、 
品質保証・法規制対応機能の強化やコーポレート・ベンチャー・キャピタルの設立等

*1 GLOBOCAN 2020

*2  医薬品医療機器等法未承認品など、一部地域における未承認、
未発売の技術を含む製品、デバイス情報が含まれております
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注力領域における当社のポジション

消化器科

内視鏡事業 
売上高の約55%

シェア

No.1

市場規模

消化器内視鏡

年平均成長率 4 – 6%

3,500億～3,700億円

泌尿器科

治療機器事業 
売上高の約30%

シェア

No.2

市場規模

年平均成長率 5 –7%

2,800億～3,500億円

呼吸器科

治療機器事業 
売上高の約15%

シェア

No.1

市場規模

年平均成長率 6 –7%

600億～800億円

治療機器事業 
売上高の約30%

シェア

No.2

市場規模

消化器処置具

年平均成長率 5 –7%

3,000億～3,500億円

疾患別市場規模

代表的なケア・パスウェイ

消化器科

6,500億～

7,200億円
消化器科市場合計

推定 

6,000万人の 
患者数*1

推定 

100万人 
の新規患者
（年間*1）

4位 
がん関連の 
死因*2

3位 
最も数多く 
診断された 
悪性腫瘍*2

2位
がん関連の 
死因*2

重症化を防ぐための早期発見・早期診断・早期治療当社の取り組み

大腸がん（CRC）は、世界で3番目に多く診断される悪性腫瘍*2であり、がん関連死の第2位の死因となって

います*2。さらに2030年までに60％増加し、220万人以上の新規症例と110万人以上の死亡が予想されて

います*3。現在、世界で5,000万件の大腸内視鏡検査が行われています*4。

疾患の状況

当社の 
ソリューション

*1 出典：Epi Database®.Cerner Enviza.wee.epidb.comから入手可能。2021年11月18日にアクセス。米国、EU主要5カ国、日本、中国の2020年のデータ
*2 出典：GLOBOCAN 2020
*3  https://gut.bmj.com, Global patterns and trends in colorectal cancer incidence and mortality, Melina Arnold, Mónica S Sierra, Mathieu Laversanne, Isabelle 

Soerjomataram, Ahmedin Jemal, Freddie Bray
*4 当社の調査に基づく。数字は米国、カナダ、EU主要5カ国、日本、中国、韓国、豪、インド、地域により2018年または2019年時点
*5 CAD：Computer-aided detection
*6 医薬品医療機器等法未承認品など、一部地域における未承認、未発売の技術を含む製品、デバイス情報が含まれております
*7  Floer M, Biecker E, Fitzlaff R, et al. Higher Adenoma Detection Rates with Endocuff-Assisted Colonoscopy̶A Randomized Controlled Multicenter Trial. PLoS ONE. 

2014;9(12):e114267 

注 :  本ページに掲載されている対象市場規模と成長率の予想の情報は、当社の調査によるもので、米国、欧州主要5カ国（ドイツ、英国、イタリア、フランス、スペイン）、日本、中国に関するものです。市場規
模は2021年3月31日時点のものです。成長予想は、2021年3月期を起点として、2022年3月期から2024年3月期までの予想です。他のページに掲載されている市場データについても同様です。内
視鏡事業/治療機器事業内のサブセグメントの売上比率は、2022年3月期の数値です

EVIS X1： 
当社の最先端の 
内視鏡システム

消化器系疾患の病変検
出、診断、治療の新しい
時代を切り拓く

ENDO-AID CAD*5, 6：
AI支援による検出

疑わしい組織や病変の 
自動リアルタイム検出

ENDOCUFF  
VISION*6：術中の 
内視鏡視野の拡大

標準的な大腸内視鏡検
査と比較して、腺腫発
見率が10.8%と顕著に
向上*7

内視鏡治療のための 
多彩な製品群

初期の病状を外科手術
なしで治療するための
先進的な治療法

検出 鑑別診断 病期診断 処置

その他

胃がん
2,000億円

大腸がん
1,800億円

膵臓・胆道疾患
1,370億円
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泌尿器科

当社の 
ソリューション

*1 出典：Epi Database®.Cerner Enviza.wee.epidb.comから入手可能。2021年11月18日にアクセス。米国、EU主要5カ国、日本、中国の2020年のデータ
*2 出典：Recurrence of high-risk bladder cancer: A population-based analysis – Cancer. 2013 Sep 1; 119(17): 3219–3227.
*3 出典：BPH: surgical management.̶Urology Care Foundation website. www.urologyhealth.org. Updated July 2013.
*4 出典：Epidemiology of stone disease across the world – World J Urol. 2017 Sep;35(9):1301-1320. doi: 10.1007/s00345-017-2008-6.
*5  出典：Recurrent Nephrolithiasis in Adults: A Comparative Effectiveness Review of Preventive Medical Strategies̶Agency for Healthcare Research and Quality  

(www.effectivehealthcare.ahrq.gov), published online June 15, 2011.
*6 医薬品医療機器等法未承認品など、一部地域における未承認、未発売の技術を含む製品、デバイス情報が含まれております

疾患別市場規模

代表的なケア・パスウェイ代表的なケア・パスウェイ

呼吸器科

2,800億～

3,500億円
泌尿器科市場合計

推定 

340万人 
患者数*1

1位
がん関連の
死因*2

推定 

1.74億人 
COPD患者数*1有病率の上昇 

最大13% 
人口比*4

COPD 

3位 
死因*3

推定40% 
5年再発率*5

8,600万人 
の男性に影響 

（未診断を含む）*1

50% 
51歳から60歳 
までの男性の 
50%が罹患*3

推定150万人 
の患者数*1

最大74% 
の再発率*2

新しく画期的な技術を開発することにより、 
肺がん患者さんの5年生存率の向上に寄与する

すべての患者さんの治療のために必要な 
治療ソリューションを泌尿器科医に提供する

当社の取り組み当社の取り組み

肺がんは、あらゆる種類のがんの中で最も死亡率の高いがんです*2。現在、検診を受けている患者さんの割合はわ

ずかです。ガイドラインで推奨されている診断、病期診断方法であるEBUS-TBNA*4の利用率は依然低いままで

す。合併症を最小限に抑えながら、疑わしい末梢結節の診断率を最大化することは、依然として重要な課題です。

BPHは多くの人が発症する疾患です。症状は軽度から始まりますが、次第に進行し、さまざまな種類の治療が必要

となります。
疾患の状況疾患の状況

当社の 
ソリューション

*1 出典：Epi Database®. Cerner Enviza. Available from wee.epidb.com. 2021年11月18日にアクセス。米国、EU主要5カ国、日本、中国の2020年のデータ
*2 出典：GLOBOCAN 2020  
*3 出典：World Health Organization
*4 Endobronchial ultrasound-transbronchial needle aspiration
*5 医薬品医療機器等法未承認品など、一部地域における未承認、未発売の技術を含む製品、デバイス情報が含まれております

  スクリーニングを強化し、肺が
んを早期に発見、診断、病期
診断することにより、多くの患
者さんのケアと予後を改善し
ます

  疑わしい病変は、手の届きにくい、肺の末梢
部で見つかることがほとんどです

  オリンパスの末梢診断技術の進歩は、合併
症を最小限に抑えながら診断率を向上させ
る可能性があります

  EBUS-TBNAを使うことで、縦隔 
リンパ節をリアルタイムで可視化し、
検体を採取できます

  複数のガイドラインでは、EBUS-
TBNAを肺がんの病期診断でベスト
の最初の検査として推奨しています

  患者さんのケア・パスウェイを合理化
する機会が存在します

スクリーニング 診断 病期診断

疾患別市場規模

600億～

800億円
呼吸器科市場合計

肺がん 
220億円

その他の 
肺疾患・肺合併症 
（COPD、気胸など） 

540億円

BPH（前立腺肥大症）
950億円 

（売上成長12%）

膀胱がん

結石治療 
1,800億円 
（売上成長4%）

EBUS気管支鏡とEBUS-TBNA針極細スコープ、超音波ミニチュアプローブ*5、 
電磁ナビゲーションシステム*5

320億円（売上成長6%）

診断された 
患者数*1

治療法 投薬治療

  低侵襲の、一時的に埋め込
むデバイス
  5～7日間のみ埋め込み
  BPH症状の迅速な緩和に
貢献

インプラント

  実績のあるPLASMA療法
  新システムにより、性能、治
療オプション、安全性、コス
ト、時間効率が向上

切除

  肥大した前立腺の核出術の
ための革新的なレーザー 
技術

核出

iTind*6 PLASMA+*6 SOLTIVE, 
EMPOWER*6

2,350万人 
軽度の症状

2,050万人 
中度の症状

1,050万人 
重度の症状
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